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東北地域におけるイチゴ秋どり栽培の気象的適地のマッピング
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1 は じ め に

我が国のイチゴ生産では,夏秋期 (7～10月 )力瀦議湖 と

なつており,国産の夏秋イチゴの増産が強く求められている。
一方,寒冷地では,夜間冷房を行わ引こ遮光のみを行う短日

処理によリー季成り性イチゴ品種を花芽分化さt秋 期 (9
～H月 )に収穫することが可能であり,東北農業研究セン
ターを中心に東北各県において,短日処理によるイチゴ秋ど

り栽培技術の確立およびその普及を目指している
か。

この寒冷地でのイチゴ秋どり栽培においては,気象条件が

花芽分化や果剣巴大・着色等に大きな影響を及ぼし,高温条

件下では出薔株率の低下や減反 果実品質の低下等がみられ

ることから,本作型の普及のためにlム これに適した気祭条

件および栽培適地を明ら力ヽ こする必要がある。そこで本報告

では,短日廻蟄こよるイチゴ秋どり栽培に適する気象条件を

一

呆および気象観測値より推定し,それを基に気象

的栽培適地のマンピングを行うことにより,東北地域におけ

る本作型の気象的適地を明ら力ヽこする。

2試 験 方 法

(1)短日処硼こよる花成誘摯こ適した気象条件の推定

東JL-2ン ター 牌 県□司つ において,2003～

2∞昨 度に実施した短日処理による秋どり郷割こ関する試験

結果および短日処理実施時期

―

値から,短日処理

による花成誘導を安定的に行える気象条件を推定した

栽培試験の品種には,「とちおとめ」,「JLn」 割甲い

た 栽培の概要としては,各年度とも5月 中下旬に採苗後,6
月中下旬に短日処理 18時間日長,明期9nt-17'0を開始し,
「とちおとめ」については7月 下旬,「北の輝」については7

月下旬またIお月上旬にパイプハウス内に定植 (畝間12軌

条問・株間25cln,6674/a)す る作型を基本とし,2∞びFにつ

いては 前後に短日処理開始時期を変えた作型についても試

験を行つた なお,基本の作型でlt各年度とも9月 下旬に
収穫開始となり,11月 末または12月上旬に試験を終了した

(2)秋どり栽培での良果生産が可能となる気象条件の推定

前記の栽店訓験によつて得られた収量等の結果と果実肥大

・着色等の時期の気集観測値との関係を険討し,秋どり栽培
における良果生産が可能となる気象条件を推定した

(3)イチゴ秋どり栽培の気象的適地のマッピング

気象要素 (メ ッシュ気飽 側),気象→ および銅 用

(国土数値情報。土鄭 用メッシュ,国土交通省)に関する

データベース 13次メッシュ区画 :1区画約llm2)を利用して,

上記の気象条件に合致する地域を杉戸らの方法りにより抽出

し,結果を地図上に可視化して示した

3 試験結果および考察

(1)各義 の気温条件

21103-2005年 摯り月の平均気温を平年値と比較した場合

2003年には 7,

8月 の平均気温

が低かつたのに

対 し,21X14年

の 7,9月 およ

び 2∞5年の 8,
9月 の平均気温

は平均円直より 1

℃以上高かつた

12)短日処理による花成誘導に適した気象条件の推定

各年度の嗽培試験における出薔株率は概ね Ю眺となつた

が,2tX14年の 6月下旬短日処理開始の作型では,両品種と

も 100Xを下回り,と くに「Jヒの輝Jでは 5噺未満となつた

(表 2)。 また,同年の 7月上旬短日処理開始の作型におい

ては,出薔株率は 10%であつたが,定植から出薔までの日

数が「とちおとめ」で38日 ,「北の角 で 48日 と多く,出

薔の遅延がみられた これらの場合,短日処理中の高温が出

菅の阻害・遅延をもたらしたと考えられ しずれの場合も処

理期間中の平均気温が 22℃をlIEえていることから,短日処
理による花成誘導に適した気象条件としては,「短日処理期

間の平均気温が 22℃以下」が適当と考えられた。一方,

2004年の 7月 下旬処理開始の作型では,平均気温が 22℃を

超えていたが,出薔株率の低下や出奮の遅延はみられな力め

た この場合,処理期間が気温の下降時期にあたり,処理期

間後半の平均気温が 21℃以下となったことから,花成誘導
への悪影響がみられなかつたものと推定された

なれ 上記条件でRマ ッピングに用いるデータベースの
気象データが月別平均気温のみであるため,そのままではマ

ッピングに利用できなし、そこで,6月 下旬短日処馴開始の

基本作型では処理期間の大半が 7月 であることから,マンピ

ングを行う上での短日処理による花成誘導に適した気象条件

を「7月 の
―

2`2℃以下Jと推定した

13)秋どり栽培での良果生産が可能となる気象条件の推定

7月     8月    9月
21X13       186       21 5       18 1

2004

21X15

191

189

２２

　

２４

平均気温

0え 1)。

表 1 各試験年度の月別平均気温

226 177
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各年度の6月下旬短日処剛開始の基本作型における収量等

については,2003年には一果重が大きく多収であつたのに
対し,21X4,2∞5年には両品種とも一果重が小さくなり,
71114年の 財ヒの輝Jおよび 21X15年の「とちおとめ」で少収
となつた 俵 3)。

このような一果重の低下には果実の肥大・着色湖の高温

が大きな影響を及ぼすことが知られており,上記の場合には
果実の肥大・着色期が 9月 に相当することから,9月 の高温
が 20鴫 21105年の一果重の低下に関与したと推定される。

実際に,9月 の平均気温は 21X4,2∞5年には平年値より 1

スを利用するなどして,上記条件設定の精度を高める必硬が

ある。
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表2 短日処理期間の平均気温と出苦株率等との関係
試験年度 短日処理  品種  短日処理期間処理日数 期間中平均 出薔株率定植～出奮

開始時期             (日 ) 気温 (℃)  (%) 日数 (日 )
2003   口  とちおとめ 6/28‐727  30    183    100   330

北の輝   6/28‐ 7730  33

℃以上高くなっており (表 1),9

月の平均気温が F℃巴度となった
場合に一果重の低下がみられるも

のと考えられた。このことから,

短日処理による秋どり栽培で良果

生産が可能となる気象条件を「9

月の動 1`9℃以下」と推定

した

14)短日処理による花成誘導の気

象的適地のマンピング

気象要素および土地利用に関す

るデータベースを利用して,上記
0)の難  (f7月 の平壌演橘訪 2`2

℃以下」)に土地利用 (農用地)

Ⅳ  とちおとめ 7/21‐8/26
北の輝   7/21‐ 9/5

184         100      352

36  233(後 半:210) 100   278
46  228(後 半 203) 100   375

1'9     100    293
204        95      24`

2004   1  とちぉとめ 6/13‐7715   33    204    100   215
1ヒの輝   6/13‐7/20    38     207     100    259

■  とちおとめ 6/2■7/26   30    221     94   250
北の力軍  6727‐8/10   45    234    44   220

皿  とちおとめ  7/8‐8/11   35    240    100   382
北の輝  フ8‐8/22   46    231    100   483

2005   ]  とちぉとめ 6/237/27   30
北の輝  6′ 18‐7727   40

短日処理開始時期 i:6月 中旬.コ :6月 下旬 (基本作型),■ :7月 上旬,Ⅳ :7月 下旬
~~

平均気温 :盛岡市 (東北農研)の気象観測値.出苦株率 :定植後60日 以内に出奮した株の割合
の条件を加え,東北地凛こおける短日処理による花成誘導の
気象的適地としてマッピングを行つた結果,適地と判  表3
定されたU吻詮 68236メ ッシュ中

“

81メ ッシュと
なり,青森,岩手,宮城各県および福島県東部に多く
分布した (図 lAl。

15)イチゴ秋どり栽培の気象的適地のマッピング

さらに,上記13)の条件 (「9月の平均気温が 19℃以
下」)をカロえ,短日処理による秋どり栽培で良果生産が
可能である気象的適地をマッピングした結果,適地と

篤1甥it伴理,色岳 ハ
県に多く分布した (図 lBl。

4ま と め

以上のように,これまで 3年間の栽
培試験結果および気象観測値より,短
日処理による花成誘導に適した気象条

件を推定し, さらに秋どり栽培で良果
生産が可能となる気象条件を推定して

カロえることにより,短日処理による秋
どり栽培の気象的適地をマッピングし,

可視化情報として示すことができた。

今後,さ らに栽培試験結果を書積する
とともに,日別平均気温のデータベー

6月 下旬短日処理開始の基本作型における収量,果数,一果重

試験年度  品種  短日処理期間 収量  果数  ―果重

223      143      156

265      205      130北の輝

とちおとめ

北の輝

とちおとめ
北の輝

収量 :6g以上の果実

図1 短日処理によるイチゴ秋どり栽培の気象的適地のマッピング

(へ滋減誘導の気象的適地 :明 平均気温≦
"℃
の農用地

(B漱どり栽培の気象的適地 :7月平均気温≦″℃およ
"ヽ
平均気温≦19℃の創弔地
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